
令和 8年熊本地震に関する災害対策本部の活動について 

令和 8年 8月 10 日 

日本維新の会 

 

日本維新の会では、中司宏幹事長を本部長とした令和 8年熊本地震に関する災害対策本部

を設置。現地では、松野明美参議院議員をはじめ熊本維新の会、福岡維新の会のメンバー

を中心に対応にあたっています。 

 

地震発生翌日に開かれた 7月 29 日の国会議員団の両院議員総会では、「身を切る改革」の

基金から熊本県、熊本市、八代市への寄付を速やかに決定し、その後に開かれた対策本部

では、小野泰輔八代市長からの要請に基づくタンクローリーの派遣、給水車の派遣につい

て、遠藤敬総理補佐官と連携を行い対応しました。 

 

 

 

また、避難所である八代総合体育館からの要請で、ウェットティッシュやボディシート等

の調達を行い、31 日に第一便として搬送しました。 

 

 



8 月 3日にはエアマット等を、6日・7日には冷却シートや災害用タオルケットを、 

また、7日には甲佐町からの要請で屋根の補修に用いるブルーシートを調達しました。 

 

 

全国各地の維新の会からも、「身を切る改革」を原資とする寄付が被災地に届けられてい

ます。一刻も早い被災地の復旧・復興に向けて、全力で取り組んでまいります。 

 

 


